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今年も堆積申請の時期となりました｡釧路保健所､保健予防鼓より､
1月下旬～2月上旬に継境申帯霊が郵送されて来ます｡

平成13年4月I El～14年8月31Elまでの受冶申清手鏡きとなりま

す｡よく蝕んで事前に正人し､保健所へ提出して下さい｡

尚､申請書が届いて,不明な点等がありましたら､速やかに保健予
防係にお問い合わせ患います｡

塁喜Ⅲ
_2.･

∴∴　二日　∵⊥　｢

f
蕗
支
中
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鼻
　
償
洋

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
｡

皆
さ
ん
の
体
調
は
い
か
が
で
す
か
'
冬
は
寒
さ
が
厳
し
い
の
で
･
風
邪
な
ど

ひ
か
ぬ
よ
う
ご
注
意
下
さ
い
｡

今
年
は
2
1
世
紀
の
出
発
の
年
で
す
｡
最
近
の
医
療
分
野
の
発
達
は
す
ぼ
ら
し

く
､
近
い
将
来
､
あ
ら
ゆ
る
難
病
が
治
療
す
る
新
薬
の
出
現
が
期
待
さ
れ
ま
す
｡

今
年
も
皆
さ
ん
に
と
っ
て
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
祈
願
し
て
い
ま
す
｡

私
た
ち
難
病
患
者
･
障
尊
者
を
取
り
巻
く
衆
境
は
､
国
､
地
方
自
治
体
の
財

政
の
悪
化
そ
し
て
少
子
高
齢
化
に
よ
り
年
々
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り

ま
す
｡こ

う
い
う
状
況
に
お
い
て
､
私
た
ち
の
要
望
実
現
､
後
退
の
歯
止
め
に
は
､

患
者
会
の
活
動
は
非
常
に
大
事
で
あ
り
ま
す
｡
ど
う
ぞ
な
お
一
層
の
ご
協
力
を

お
廉
い
致
し
ま
す
｡

介
護
保
険
事
業
も
'
昨
年
の
4
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
｡
予
想
さ
れ
ま

し
た
通
り
に
い
ろ
い
ろ
な
間
唐
が
で
て
き
ま
し
た
｡
耗
病
連
は
息
者
会
の
立
場

と
し
て
､
皆
さ
ん
の
要
望
を
師
い
て
'
そ
の
見
直
し
実
現
を
は
か
っ
て
い
き
た

い
と
患
っ
て
い
ま
す
｡

今
年
も
､
皆
さ
ん
と
'
は
げ
ま
し
'
助
け
合
っ
て
難
病
連
の
活
動
を
行
い
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
｡
よ
ろ
し
く
お
願
い
敦
し
ま
す
｡



表紙をもう一度ご覧下さい｡
この絵の作者は石戸谷俊幸君(昆布森中3年)｡

彼は｢二分脊杜症児を守る会｣釧路代表石戸谷　畳さんの
長男｡

●認諾諾諾芸㌫遥警欝孟課諾号誓賞｡お
昨年1 2月7日東京芸術劇場での表彰式も終え､冬休み

に入った頃､お電話で俊幸君とお母さんにお話しを伺うこ
とが出来ました｡

俊幸君の棚: ｢表彰式では思ったほど無辞しませんでした-｣
と､はにかみながら答えてくれました｡

妹さん2人のお兄ちゃん(兄妹とっても仲良し)

好きな科目は歴史｡木工･絵画の他にも水泳､
スキー､車いすバスケットも大好きなスポーツ

お母さん: ｢小学校の時から絵を描くのが好きでした｡水泳､
スキー､なんでも家族で行きます｡普及､彼の

陣音を意識していないので今臥肢体不自由児
美術展ということで､家族には不思蔑な感じさ
えしてるんですよ｣

お箱を伺い終わり､ rあーなる篭な｣と患った｡

体の不自由さもありのまま受け入れ､どんどん挑
載し､そして楽しんでいる｡元気ファミリーに出

会えて､とっても嬉しくなりました｡

とびっきり明るいお母さん､大切な絵までかして頂き本当にありが
とうございました｡俊幸君､これからの件晶も兼しみにしてます｡

(担当　横木)
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年軍ボ
『なんれんくしろ』
でお世衛になってい

ます｡･ ･ ･ ･ ･ ･>

お正月の集しみのひとつが年賀状｡

今年頂戴した年賀状を,
温かいメッセージとともにご梅介
いたします｡

適量だ要撃毎諾量放
せ弘毛鼠く禦揮いし紺.

+  +  +

竣済む苦慮婁噂章* 1 8
*帝人　　書.糾　久井乎

賀　正

B串t迎え*した

JFも心も柳で

九まLSう　汚れていない群と類と

鎗せられて　穴一勝に歩いた

*めもある　兼瀬の#さを

ご加持申L,ttTます

行財政改革だけでなく､福祉行政にも

力を尽くしていただきたい･ ･ ･ ･▼

L　　　　ヽ

2001. 1. 1

▼恥･OL!l t■ail

や　飾　磨　失
く加7r南東JBl

義　手
i離せ.草兼〉

TA･PAJL ol■■ -

▲『技あり!』の1枚
ユニセフ釧路市友の会代表として尽くされ

ています
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鍵ん輔欝のお蒙げを申し上げます
珊沖Il半r)棚を逢え

井たせぬ桝として甘カしてかゆまや
付やtbTiAごtJIe■0土Irよう
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TtLか■4戯SL3I ち -AJ<Za一塩4一群-14馳

▲印刷の事ならお任せ下さい｡

『さわやか釧路Jlの〆飾り版売. ･ ･ ･

好評でした･ I ･ ･ ･ ･ ･ ･. >

苧鵬,-糾
す妙や鵜tサtS●▲す

す+サiS･r>fQ&
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t A　　+Jl++S

●
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■事務所を移転! !

心機一転がんばってま
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幕年雪∴.

いよいよ21世紀のスタートです｡佳い年であるよう廉いr新年交涜会｣を

下記の日程で行います｡体調を整えて､是非ご出席下さい｡お待ちしていま
す｡

記

日　時:2月17日(土) PM1時-3時

会　場:釧路市福祉会館　3暗中ホール(幸町9-1)

参加費: 2.000円(お-人様) ※食事･飲み物付

"笑う門には福来たるガ

大いに笑っていただきます｡
･r薄青｣高木　亨さん

I r各部会演芸合戦｣

歌､盆練り何でも結構!
I rじゃんけんゲーム｣など

楽しい企画盛り沢山です｡

※参加される方は各部会に申し込みをして下さい｡
※部会は､参加者を取りまとめ､ 2月10日までに事務局(さわやか釧路

: TEL 25-2012､ FAX 25-2042)に連絡して下さい｡

※尚､釧路地域に部会が設立されていない会長の方は､直壊事務局(さわ

やか釧路)まで申し込み席います.

※詳しい冊い合わせは､事務局長渡部(TE L 53-3745､ FAX 514413)

までお廉いします｡
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場■■
北海道tBD釧路支部結成準備有志の会

厳冬の候､皆様いかがお過ごしでしょうか?
さて､去る9月2日､釧路市内にて｢北海道IBD根釧地区･患者交流会｣が

行われました｡市内はもとより釧路･根茎管内の多くの町村から患者や家族が集
まり､患者･家族間交流の良き場になったと思われます｡

札幌から来て頂いた役鼻の皆様の呼びかけに答えて､釧路市在住の私たちが有

志として札幌と現地を結ぶ役割を担うことになりました｡よろしくお願い致しま

す｡現在､この地域内で北海道I BD釧路支部を発足させようと､北海道I BD

と連絡をとりながら準備を始めた所です｡

皆様も御未知の通り､済妨性大腸炎･クローン病は治療と共に食事という日常

芝苦渋歪孟主監雷言孟三豊掌誓書孟旨志望?孟芸壷霊芝芸芸…至芸芸表警告誌●
路支部を設け､患者･家族間の交流を増やし､病気と上手く付き合っていけるよ
うにし･少しでもこれからの生活に光を射すものにしようと考えています｡たんば

しかし､残念ながら結成準備会の人数が少ないのです｡いまのメンバーは､反保

(23歳･女性･クローン病)､森(33歳･男性.済妨性大勝炎)､山田(26

歳･女性･クローン病)の3人ですので､運営していくにはもう少しメンバーが

必要です｡

ですから､発足委員会として共に活動してくれるメンバーを募集しています｡

発足までの活動内容としては､支部結成に至る活動内容の協蔑､各捻合病院-
の働きかけ､難病連釧路支部との関わり､その他諸々を北海道I BD役員の皆様

方と密に連絡を放り合いながら､行っていきたいと考えております｡

患者御本人･点者御家族､どちらでも構いません｡結成準備会メンバーとして
参加して頂ける方は､下記の住所いずれかに御連絡下さい｡

宜しくお廉い致します｡

なお結成準備会の発足時にはあらためてご連絡致します｡

《連絡先》
北海道IBD　〒 062-の33　札幌市豊平区平岸3粂5丁9-5平岸3粂ハウス203号室

(I BD会せ宛)

TE L&FAX : 01ト815-ml

メールアドレス: hJbdP.momneJP

発病適例路支部〒 085棚5　釧路市松浦町9-20　(さわやか釧路)

T E L : 0154-25-2012　　　　F AX : 0154-25_2042

森　直樹　　　携帯: 090-2696m4

メールアドレス: naQkil@opd.pl血onjp

反保　亜実　メールアドレス:ami15@W蛤sodCLnejp

CDどうでしょう: httD-〝ww.umaimwo.co.iDnify

(旭D患者を中心としているサイトで､私も参加･協力しています｡)
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も
や
も
や
病

医
療
講
演
･
相
教
会

昨
年
1
0
月
7
日
福
祉
会
館
に
て
'
も
や

も
や
病
(
ウ
イ
ル
ス
動
脈
輪
閉
そ
く
症
･

脳
の
働
き
を
支
え
る
太
い
動
脈
が
帝
ま
っ

て
し
ま
う
難
病
)
　
の
医
療
諌
演
及
び
相
談

会
が
釧
路
で
は
じ
め
て
開
か
れ
ま
し
た
｡

遠
方
よ
り
も
や
も
や
病
の
患
者
と
家
族

の
会
の
方
た
ち
'
道
東
地
方
の
患
者
さ
ん
､

家
族
の
方
､
地
元
保
健
婦
さ
ん
ら
2
6
名
の

参
加
で
し
た
｡

午
後
1
時
よ
り
体
験
発
表
'
そ
し
て
中

川
原
諌
二
先
生
(
中
村
記
念
病
院
脳
神
経

外
科
部
長
)
　
の
淋
疾
が
あ
り
へ
休
憩
を
は

さ
ん
で
'
質
問
'
相
軟
等
と
て
も
活
発
に

さ
れ
て
て
'
予
定
閉
会
時
間
ま
で
あ
っ
と

い
う
間
で
し
た
｡

私
は
当
日
'
お
手
伝
い
で
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
'
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

の
誇
演
は
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
､
そ
し

て
丁
寧
に
応
え
て
頂
け
て
､
参
加
さ
れ
て

た
方
､
1
人
1
人
'
何
か
を
得
ら
れ
て
帰

ら
れ
た
の
で
は
-
と
感
じ
ま
し
た
｡

(
報
告
　
棟
木
秀
子
)

低
肺
の
会
医
療
講
演
会
報
告

昨
年
相
月
1
4
日
'
福
祉
会
好
に
於
て
､

北
海
道
低
肺
の
会
･
常
連
釧
路
支
部
共
催

の
医
療
許
済
会
が
行
わ
れ
'
お
手
伝
い
と

し
て
参
加
い
た
し
ま
し
た
｡
こ
の
会
は
､

慢
性
呼
吸
機
能
陣
春
着
(
肺
結
核
後
漣
症
､

肺
気
腫
'
慢
性
気
管
支
炎
)
等
に
よ
る
陣

春
着
が
'
共
に
手
を
携
え
運
営
し
て
い
ま

す
｡
釧
根
地
域
で
の
初
の
講
演
会
に
は
､

諌
師
と
し
て
道
東
勤
医
協
､
黒
川
聴
則
先

生
を
お
招
き
L
t
蘇
浜
､
相
淡
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
｡
敢
素
ボ
ン
ベ
を
身
に
つ
け

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
'
高
齢
者
の
方
が
多

く
見
受
け
ら
れ
'
日
常
生
活
の
大
変
さ
を

推
し
量
る
t
端
と
な
り
ま
し
た
｡

患
者
ご
自
身
の
方
々
に
よ
る
地
域
部
会

の
運
営
は
体
の
負
担
も
あ
り
､
難
し
い
の

で
釧
路
支
部
と
し
て
の
お
手
伝
い
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
｡
又
'
当
日
参
加
さ
れ

た
2
1
名
の
皆
さ
ん
の
お
世
酷
役
と
し
て
ご

尽
力
さ
れ
た
､
加
島
横
が
1
2
月
'
逝
去
さ

れ
ま
し
た
の
で
併
せ
て
ご
報
告
申
し
上
げ

ま
す
｡

(
報
告
　
渡
部
　
小
夜
子
)

●

脊
髄
小
脳
変
性
症

医
療
講
演
･
相
談
会

昨
秋
､
1
 
0
月
2
1
日
､
北
海
道
脊
髄
小

脳
変
性
症
友
の
会
･
難
連
釧
路
支
部
共

催
に
よ
る
､
釧
路
で
初
め
て
の
脊
小
の

医
療
諌
演
･
相
教
会
が
福
祉
会
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
｡
こ
の
病
気
は
､
小
脳
､

脊
髄
'
そ
の
関
連
領
域
が
変
性
す
る
症

候
群
で
､
下
肢
の
機
能
障
宰
に
よ
り
'

車
椅
子
生
活
の
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
｡

札
幌
の
北
祐
会
神
経
内
科
　
川
島

浮
先
生
の
誇
演
､
相
散
会
と
な
り
､
参

加
の
方
々
は
自
己
締
介
を
し
､
そ
れ
ぞ

れ
身
体
の
辛
さ
を
訴
え
て
お
ら
れ
ま
し

た
｡

今
後
'
釧
撮
地
域
で
の
部
会
発
足
へ

と
つ
な
が
り
'
患
者
相
互
の
心
の
支
え

合
い
に
な
れ
ば
と
切
に
感
じ
ま
し
た
｡

(
報
告
　
淡
部
　
小
夜
子
)



琴虜･と･が7･き苧

★言葉足らず､表現の乏しさ血･-.みなさんにカバーしてもらいながら編集スタ

ッフとして早2年｡小夜子さんからの｢そろそろ集まろうか｣コールも楽しみと

なりました｡

☆ "元気が出る"なんれん､を目指し､とりくんできましたが､いかがでしたか?

お陰様で私自身いっぱい元気をもらいました｡

★取材､その他でお世話になった方々､本当にありがとうございました｡

《棟木　秀子》

○早いもので私が広報をお手伝いするようになり二年が来ます｡

◎渡部さんからFAXや電静がある度今日は仕事､又仕事と役に立たない私でした
が広報の人達のおかげでここまでやってこれました｡

○任期はこの31号で終えました｡ありがとうございました｡

《内山由井子》

△事の農大さも分からず広報誌作りをお手伝いする事になって早2年｡

∇最後まであまり役に立つ事がなかった様に思うのですが､たくさんの方々のご協

力のお陰で何とか無事に任期を終了する事が出来そうです｡
△皆さん本当にお疲れ様でした｡そしてありがとうございました｡

《野汚美奈子》

◆二十世定から,二十-世紀-.人類歴史上から言えば大きな出来事の筈｡でも個

人的感覚を正直に告白すると､例年と何ら変わらない年越し､紅白歌合戦を見て

ました｡

◇柿木･野帝の協力な助っ人コンビ､内山･渡部の多忙コンビ｡四名でこの二年間
｢なんれんくしろ｣を編集考案､さわやか釧路､五十嵐さんの見事なレイアウト

で皆さんに読みやすい､親しまれる機関誌発行に取り親んできました｡

この号を以って取り敢えず任期終了です｡ご協力ありがとうございました｡

◆31号の発行は8 7 0部です｡

《渡部小夜子》
_10_
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☆国と道は､原因の究明と治療法の確立を急いで下さい
☆すべての難病の治療を公費負担にして下さいT･ !

☆介建手当の支給と通院交通費､付き添い費の補助を1･

☆患者､障宰児者の教育の選択権を親と子に! !

☆医療過鼓､薬事を無くし被害者救済を! !

☆北海道の稔合的な難病対策の確立を一日も早く日

☆広く道民と手を結び明るい社会福祉を実現させよう!

一番I
財団法人　　　北王i遭

難病連
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